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アルミニウム箔を利用した土壌及び作物体中の水分・ 灰分・ 灼熱減量の逐次定量
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した。
:  は  し め  に

水分・ 灰分・ 灼熱減量の定量は,それ自身の目的ばかり

でなく,各種成分を定量する際,換算係数を求めるために

行われる。また,分析試料の乾式分解調製方法としても重

要な分析操作のひとつである。しかるにこれらの測定には

現在ガラス製,磁製あるいは白金製容器が用いられている

ため,多数の試料を消化するには,分析器具は多数必要で

決して安価でなく,その上容器は10～ 50夕 と重く温度制御

に時間がかかり分析精度・ 正確さは,熟練度と分析環境の

影響を強く受ける。

そこで,食品分析
2)に

利用されているアル ミユウム箔

(Al箔 )を用い,土壌及び作物体を定量 し,分析精度及

び正確さを検討した。

2試 験 方 法

い)試料土壌 :有投質肥料及び作物体を用い,詳細は ,

図表及び本文中に示した。

●)装置 :Mettler HL32型 電子天秤,池田MFP 400

N型マッフル炉及びヤマ ト科学DZ 2型電気定温器

o)Al箔 の成形 : 市販Al箔を65× 26"に切断 し直

径19× 13鎌型試験官を用い成形 し,手製針金製試験官立

てに立て,使用した。炭水化物含量の多い試料の場合は
,

適当に切断したAl箔の両側を帯状に折り込み袋状に成形

し,手製針金箔に入れて使用 した。

“

)分析操作う :あ らかじめ重量を求めたAl箔製容器

に試料 1～ 5′ 採り,重量を正確に計量 した。電気定温器

に入れ105℃ 24時間加熱 した。約10分間放冷 し,重量を

正確に計量 した。次に,マ ッフル炉へ入れ500℃ -5時 間

加熱した,約 10分間放冷し,再び正確に計量 した。炭水化

物含有量が多いものは,水を残港と同量程度添加し,加熱

中のマッフル炉へ入れ再び加熱し,恒量となるまで,こ の

操作を操り返した。また,加熱,水分添加操作中Al箔 が

破損 した場合は新 しいAl箔をかぶせて用いた。灰分が多

く,水分を添加 した時,灰分がクリープする時は,上層に

サラダ油をぬってから水を添加 した。未灰化炭素が固化 し

た場合は,Al箔容器と共に指で軽く押 しながら粉砕し,

新 しいAl箔 容器に移し,水を添加し再度加熱 した。おの

おの重量差から,水分・ 灰分・灼熱減量を求め自分率で表

3 結

(1)供試土壌の分析精度・正確さ: 表 1～ 2に示 した。

分析精度はCV3%以下となった。水分定量時の加熱時間

は24時間で十分であった。供試土壌中の灼熱減量は火山灰

土壌に多く,砂丘未熟土は少なかった。

表 l 土壌中の含水比及び灼熱減量の分析精度 (%)

:酸性火山灰土,NQ 4:中性火山灰土 ,

厨川人工枠圃場土壌,NQ 5:泥炭土 (岩

n_5  沼市 )

表 2 各種土壌中の含水比及び灼熱減量

注.採土地,No l, 2:沖 縄県石垣市,NQ 3:愛知県豊

橋市,NQ 4:埼玉県川越市,NQ 5:茨城県谷田部,NQ
6:埼玉県北本市,NQ 7:東京都北区西ケ原,Nl1 8:

千葉県大網自里町。 ォ加熱条件 :105℃ 一時間

●)厩肥連用圃場土壌と灼熱減量 : 図 1に示 した。厩
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肥施用量と灼熱減量間においては相関が認められた。灼熱

減量の年間集積推定定量 (年 /`/10`当 たり)は ,中性

火山灰土壌32″ /100′ ,沖積31“ ,酸性及び花同岩質25″

であった。

表 4 作物中の含水比及び灰分の分析精度

Sx  CV

25

灼
"

熱

減 15

量

21o

5

o中 ll火 山灰土壊
△ 崚7t火 山灰土壌
口 花同岩貢土壌 水 F8

トウモロコシ

大 豆

ソ ′ヾ

タマネギ

ニンジン

ホウレンソウ

キュウリ

ルーサン

リンゴ

040 005  125
043   003    70

180   010    53

176  05  2,
210 010  46
103 021  20
918   00'    08

109

8,1  032  36
638   04'    71

705   06,    95

321   006    1,

592    12    20

417   0,,    24

124  11  8,
143  046   32
256    1 2    45

169    24    14

195  1'  9,
133  003   28
32,   O S0    15

260   023    8,

主幹  ″

(210夕)″
( 60′)  ″

子実 粒状
(21“ )/1ヽ 片
(1402)″
( 85′〉 ″

(687)″
粉状

(17け )小 片

( 867) ″

粉状
インド小片

紅モ  ″

運 用 施 用 量 (И Oa)

図 1 厩肥連用施用量と灼熱減量の相関

注 厨川人工枠圃場土壌
経年数 :約 8年 ,自 :施用区,黒 :裸地。

(0 供試有機質肥料の分析精度・ 正確さ : 表 3に示し

た。分析精度CVは 3%以下であった。汚泥肥料のような

湿潤性試料でもAl箔を利用すると分析操作が簡便となり
,

分析精度も良好であった。

表 3 有機質肥料中の含水比及び灼熱減量   (%)

有機質肥料
灼熱残澄

4 ま  と  め

アル ミニウム箔は,用途に応じて様々に成形でき,しか

も耐熱温度が700℃ 以上もあるので,重量測定器として使

用できる。このことから小形試験管形あるいは袋形に成形

利用することになって,分析試料50～ 100検体単位で,水

分・ 灰分・ 灼熱減量を求めることができた。

土壌においては,圃場における有機物の含有量が求めら

れ肥培管理に利用でき,有機物資材及び作物体では品質管

理に利用できる。また,分析試料の乾式分解法に利用できる。

分析 目的によってはAl箔を多数成形するに時間がか

かる。マックス炉内温度が不均―のためAl箔に溶解・ 酸

化が起こり誤差となること,酸素供給量が少なく,未灰化

炭素が飛散しにくい場合などが時々ある。
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Sx CV

菜 種 粕
乾 燥 菌体
無機性汚泥

有機性汚泥

注.形状,風乾物 :2回飾全通,湿潤物 :現物約 5′ 秤
量。n-5

に)供試作物体の分析精度・ 正確さ : 表 4に示した。

水分の分析精度はCV10%以 下であった。含水比600%以

下であればCv5%と なった。灰分は,含水比100%以 L
のものを除くとcv10%以下となった。含水比が多いとど

うしてもCV%が大きくなるので,試料採取量を多くする

と良いと思われる。

また加里肥料の施肥量と本法による馬鈴薯中の灰分定量

値を比較すると正の相関が認められた。
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注.( )内 の数字は供試個体の重■。小片は鉄あるいは小刀で
切り刻んだ試料。n-5。 採取量 1～ 5′ 。
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